
雨
雫

雪
雲

雰
電

雷
零

雹
需

震
霊

霄
霆

霈
霍

霓
霎

霑
霏

31

こ
れ
ま
で
「
水
の
文
化
」
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
著
作
が
世
に
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回

か
ら
テ
ー
マ
毎
に
、
様
々
な
文
献
を
紹
介
し
て
参

り
ま
す
。
最
初
は
「
雨
」
か
ら
入
り
ま
す
。

映
画
に
は
よ
く
雨
の
シ
ー
ン
が
出
て
く
る
。
収

穫
時
、
野
武
士
が
農
産
物
を
奪
い
に
や
っ
て
く
る
。

農
民
と
七
人
の
侍
は
、
野
武
士
と
壮
絶
な
闘
い
を

挑
む
。
大
雨
の
中
、
七
人
の
侍
は
泥
水
に
足
を
と

ら
れ
、
の
た
う
ち
ま
わ
り
な
が
ら
闘
う
。
黒
沢
明

監
督
の
「
七
人
の
侍
」
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

こ
の
大
雨
は
何
と
表
現
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
収

穫
時
だ
か
ら
秋
の
雨
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

高
橋
順
子（
文
）、
佐
藤
秀
明（
写
真
）『
雨
の
名

前
』（
小
学
館
、
二
○
○
一
年
）
を
め
く
る
と
、

「
澎
雨
」（
ほ
う
う
）
が
目
に
と
ま
っ
た
。「
澎
」

は
「
水
勢
の
さ
か
ん
な
さ
ま
、
洪
水
を
引
き
起
こ

し
か
ね
な
い
ほ
ど
烈
し
く
降
る
秋
・
冬
の
雨
」
と

あ
る
。
こ
の
書
は
雨
を
四
季
ご
と
に
分
類
し
、
短

歌
と
俳
句
と
美
し
い
写
真
か
ら
成
る
。

気
象
学
者
の
倉
嶋
厚
監
修
、
原
田
稔
編
『
雨
の

こ
と
ば
辞
典
』（
講
談
社
、
二
○
○
○
年
）
に
、

「
米
作
り
に
は
、
夏
の
高
温
と
潤
沢
な
水
が
必
要

で
あ
る
。
古
来
、
日
本
人
は
、
潤
沢
な
、
し
か
し

変
動
の
大
き
い
、
災
害
と
恵
み
の
両
方
を
持
っ
て

く
る
雨
と
つ
き
あ
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
に
日
本
に
は
雨
の
こ
と
ば
が
特
に
多
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
全
国
の
方
言
を

含
め
雨
の
こ
と
ば
一
一
九
○
語
が
収
集
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
雨
一
犂
（
あ
め
い
ち
れ
い：

耕
作

に
適
し
た
ち
ょ
う
ど
よ
い
量
の
雨
）、
門
掃
位

（
か
ど
は
き
ぐ
ら
い：

岡
山
県
苫
田
地
方
で
埃
が

立
た
な
く
な
る
ほ
ど
の
少
量
の
雨
）、
沛
然
（
は

い
ぜ
ん：

雨
が
盛
ん
に
降
る
さ
ま
）、
日
照
雨

（
そ
ば
え：

日
が
照
っ
て
い
る
の
に
降
る
雨
）、
三

束
雨
（
み
つ
か
あ
め：

雷
雲
が
発
生
し
て
か
ら
稲

を
三
束
も
束
ね
な
い
う
ち
に
降
り
出
す
と
こ
ろ
か

ら
生
ま
れ
た
言
葉
。
群
馬
県
沼
田
地
方
な
ど
で
使

わ
れ
る
）
と
、
千
変
万
化
の
雨
の
言
葉
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
人
の
表
現
の
豊
か
さ
に
改
め
て

驚
く
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
水
の
文
化
で
あ
る
。

三
束
雨
に
つ
い
て
は
、
登
丸
芳
夫
著
『
御
荷
鉾

（
み
か
ぼ
）
の
三
束
雨
』（
文
芸
社
、
二
○
○
○
年
）

が
あ
る
。
群
馬
県
勢
多
郡
粕
川
村
の
天
気
俚
諺
に

関
す
る
研
究
の
書
で
あ
る
。
ネ
コ
が
耳
で
顔
を
洗

う
と
雨
。
両
毛
線
の
汽
車
の
音
が
聞
こ
え
る
と
天

気
は
下
り
坂
。
赤
城
山
が
近
く
に
見
え
る
と
雨
が

降
る
。
こ
の
よ
う
な
雨
の
俚
諺
（
り
げ
ん
）
は
、

粕
川
村
が
内
陸
性
の
気
候
の
た
め
冬
は
た
い
へ
ん

寒
く
、
上
州
名
物
の
空
っ
風
が
吹
き
、
夏
は
寒
く
、

雷
が
鳴
る
こ
と
も
多
い
風
土
の
な
か
、
長
年
、
村

人
た
ち
の
暮
ら
し
か
ら
醸
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。レ

イ
ン
ド
ロ
ッ
プ
ス
編
著
『
雨
の
事
典
』（
北
斗

出
版
、
二
○
○
一
年
）
は
、
雨
が
森
や
街
に
降
り
、

川
に
流
れ
出
し
、
海
に
注
ぐ
流
れ
を
循
環
系
で
と

ら
え
て
い
る
。
第
一
章
「
雨
と
日
本
人
」
で
は
、

文
学
、
歌
、
映
画
の
係
わ
り
、
第
二
章
「
暮
ら
し

に
生
き
る
雨
」
で
は
、
讃
岐
の
た
め
池
、
地
下
水

の
源
も
雨
、
水
の
自
給
自
足
、
島
の
暮
ら
し
、
雨

乞
い
、
第
三
章
「
地
球
を
め
ぐ
る
雨
」
で
は
、
モ

ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
、
雨
を
科
学
す
る
、

第
四
章
「
雨
水
を
活
か
す
」
で
は
、
ハ
ワ
イ
は
水

の
島
、
イ
ラ
ン
の
地
下
水
路
カ
ナ
ー
ト
、
雨
水
調

整
池
等
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

水の文化書誌　《雨》①
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女
流
俳
人
中
村
汀
女
編
『
雨
』（
作
品
社
、
一

九
八
六
年
）
は
、
宮
本
輝
、
五
木
寛
之
、
竹
内
寛

子
、
樋
口
一
葉
、
團
伊
玖
麿
等
、
四
九
名
の
著
名

人
の
雨
に
関
す
る
名
随
筆
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

團
伊
玖
麿
の
「
雨
乞
い
」
は
お
も
し
ろ
い
。
干
ば

つ
の
時
に
は
、
相
模
の
大
山
・
阿
夫
利
神
社
に
各

宗
教
団
体
が
集
結
し
て
、
雨
乞
い
歌
大
会
を
開
催

す
れ
ば
よ
い
と
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
の

曲
目
は
、「
あ
め
よ
ふ
れ
ふ
れ
、
な
や
み
を
流
す

ま
で
」
の
「
雨
の
ブ
ル
ー
ス
」、「
あ
め
あ
め
ふ
れ

ふ
れ
母
さ
ん
が
」
の
「
雨
ふ
り
」、「
さ
ん
さ
時
雨

か
萱
野
の
雨
か
」
の
「
さ
ん
さ
時
雨
」
が
よ
い
と

記
さ
れ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
鉦
や
太
鼓
を
伴
奏
に

と
、
音
楽
家
ら
し
い
発
想
で
あ
る
。

俳
句
は
五
七
五
、
十
七
文
字
、
世
界
一
文
字
の

少
な
い
文
学
で
あ
る
。
手
塚
美
佐
著
『
雨
・
虹
』

（
飯
塚
書
店
、
一
九
九
七
年
）
は
、
雨
と
虹
の
俳

句
の
で
き
る
ま
で
の
技
法
を
つ
づ
る
書
で
あ
る
。

こ
の
書
か
ら
二
句
を
掲
げ
る
。

二
輪
草
日
照
雨
明
る
く
ま
た
暗
く（
石
田
小
坡
）

ゆ
け
ど
ゆ
け
ど
ゆ
け
ど
も
虹
を
く
ぐ
り
得
ず

（
高
橋
重
信
）

秋
月
さ
や
か（
文
）、
高
橋
真
澄（
写
真
）『
雨
』

（
青
菁
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、
雨
の
占
い
に
つ

い
て
の
書
で
あ
る
。
雨
占
い
を
著
し
た
書
は
珍
し

い
。宮

尾
孝
著
『
雨
と
日
本
人
』（
丸
善
、
一
九
九

七
年
）
は
、
雨
と
日
本
人
の
精
神
的
風
土
に
つ
い

て
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
歌
手
川
中
美
幸
の
ヒ
ッ

ト
曲
「
遣
ら
ず
雨
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
遣
ら

ず
の
雨
は
、
恋
し
い
人
や
客
を
帰
ら
せ
な
い
よ
う

に
激
し
く
降
る
。
客
を
留
め
る
雨
、
留
客
雨
（
り

ゅ
う
き
ゃ
く
う
）
と
も
い
う
。
著
者
は
、
英
語
の

世
界
で
は
た
だ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
の
み
で
表
す
の
に
、
日

本
人
は
千
変
万
化
の
雨
を
と
ら
え
る
情
の
深
さ
に

感
嘆
す
る
と
い
う
。

建
築
美
に
借
景
が
あ
る
よ
う
に
、
小
林
亨
著

『
雨
の
景
観
へ
の
招
待
‐
名
雨
の
す
す
め
』（
彰
国

社
、
一
九
九
六
年
）
は
、
日
本
人
の
雨
の
景
観
美

を
論
じ
た
書
で
あ
る
。
著
者
は
景
観
工
学
を
専
門

と
し
て
い
る
。
広
重
画
の
「
名
所
江
戸
百
景
高
輪

う
し
ま
ち
」、
鳥
居
清
長
画
の
「
三
囲
（
み
め
ぐ

り
）
の
夕
立
」、
小
林
清
親
画
の
「
東
京
新
大
橋

雨
中
図
」
等
を
か
か
げ
、
雨
の
景
観
美
を
追
求
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
築
に
雨
線
、
雨
垂
れ
、
波

紋
な
ど
の
雨
の
景
観
を
と
り
い
れ
、
雨
の
風
景
を

日
本
人
の
心
の
癒
し
と
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
建
築
学
会
編
『
雨
の
建
築
学
』（
北
斗
出
版
、

二
○
○
○
年
）
は
、
建
築
に
「
雨
水
循
環
系
を
保

全
し
育
む
」
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
建
築
と
敷
地

に
「
植
物
の
よ
う
な
生
態
的
な
働
き
」
を
持
た
せ

る
こ
と
が
大
事
だ
と
説
い
て
い
る
。
雨
水
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
建
築
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
雨
水
と
い
う
水
資
源
を
有
効
に
活
か

す
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
洪
水
を
防
ぎ
、
渇
水
を

和
ら
げ
、
生
態
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

雨
水
の
利
活
用
は
、
今
ま
で
の
日
本
の
古
代
か
ら

の
水
の
使
い
方
を
再
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
代

の
水
の
使
い
方
を
反
省
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
新
し
い
水
の
文
化
を
構
築
す
る
際
に
、

大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
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